
様式第４号
専　任　教　員　の　個　人　調　書
　（その１）
	履                    歴                    書

	フリガナ
 氏      　 名
	 　　
 
	 男  ・  女
	生年月日
 (年齢)
	  　　　　年　　月　　日生 （満　　才）

	現住所
	

	月額基本給(千円)
	      
	TEL

ﾒｰﾙ
	

	学                    歴

	　年      月
	                              事                項

	
	

	職                    歴

	   年     月
	                            　事                項

	

	                                     学会及び社会における活動等

	   年       月
	                             事      　　　          項

	
	

	賞                    罰

	   年      月
	                             事　　　　　　　　　　　項

	  
	

	職務の状況

	 勤    務    先
	職  名
	学部，学科等（所属
部局）の名称
	   担当授業科目名
	  毎週担当授業時間数
	  　備　　 考

	
	
	
	
	専任
	兼担
	兼任
	 計
	

	
	
	 
	
	
	 
	 
	 
	

	                                                              　   上記のとおり相違ありません。
　　　　　　　令和　　年  　月　　日
           　　　                                               氏  名
（自筆）     　　　　　　　 　      印


（その２）

	教  育  研  究  業  績  書
                                                                                　　令和　　年  　月　　日

                                                                  氏  名（自筆） 　　　　　　　　　　　　印

	　　　　教育上の能力に関する事項
	　　年　　月　　日
	　　　　　　概　　　　　　　　要

	１　教育方法の実践例


	
	

	２　作成した教科書，教材
  
	
	

	３　当該教員の教育上の能力に関する大学等の評価

	
	

	４　実務家教員についての特記事項
 
	
	

	５　その他
	
	

	   　　　　職務上の実績に関する事項
	　　年　　月　　日
	　　　　　　概　　　　　　　　要

	１　資格，免許

	
	

	２　特許等

	
	

	３　実務家教員についての特記事項
 
	
	

	４　その他
	
	


	著書，学術論文等の名称
	単著共著の別
	発行又は発表の年月
	発行所，発表雑誌等又は発表学会等の名称
	

	
	
	
	
	備　考
	ＩＦ
	ＣＩ

	（著書）
	
	
	
	
	
	

	（学術論文）
	
	
	
	
	
	

	（その他）
	
	
	
	
	
	


	


個人調書作成上の留意点
　　余白，文字サイズ(point数)等書式は変更しないで下さい。該当するフォントがない場合　には，平成明朝等できるだけ明朝体で作成して下さい。
    様式を作成する場合には，Ａ４で作成し，余白を上下左右とも25mm程度取って下さい。
○　「その１（履歴書）」→「その２（教育研究業績書）」の順番とし，各ページの最下部に名前と一連番号を付して下さい。
　　なお，「Microsoft Word2000」による様式では，ページ番号付加機能又はフッターで名前と一連番号を付すよう設定してありますが，名前（配布時は「佐藤太郎」）は修正して下さい。
○　「教育研究業績」と「担当する授業科目」の分野が一致するようご注意下さい。「教育研究業績」と「担当する授業科目」の分野が異なる場合，「教育研究業績」の内容に関わらず授業担当が不可となる場合があります。
○　「その１（履歴書）」について
　①　年齢は，履歴書提出時現在の満年齢を記入して下さい。
　②　「月額基本給（千円）」欄は，空欄で結構です。
　③　学歴は，大学若しくは高等専門学校又は高等学校の卒業以上の学歴を有する者は，これらの学歴すべてについて記入し，その他の者は最終学歴について記入して下さい。博士課程を出て未だ博士号を取得していない者の学歴は「博士課程単位取得満期退学」と記入して下さい。
　　　なお，学位，称号等についても同欄に記入して下さい。
　④　大学の別科，専攻科については「学歴」欄に，研究生，聴講生等は「職歴」欄に記入して下さい。
　⑤　外国における資格については正確に記入するとともに，その資格の内容について併記して下さい。
　⑥　外国留学については，学生としての留学の場合は「学歴」欄に，研究者としての留学の場合は「職歴」欄に記入して下さい。
  ⑦　「職歴」欄には，職歴のすべてについて記入し，職名，地位等についても明記して下さい。また，各職歴について，在職期間が明確になるよう記入して下さい。なお，現職については，必ず「現在に至る」と明記して下さい。自営業，主婦，無職等についても省略せず「職歴」欄に記入して下さい。また，当該教員が過去に大学設置・学校法人審議会（旧大学設置審議会を含む。）で受けた判定がある場合は同欄に当該教員組織審査に係る大学名，審査の年月，専任・兼担・兼任，職名及び担当授業科目名（大学院にあっては判定結果（○合・合・可を含む。）を記入して下さい。ただし，学内審査は含みません。
　⑧　「学会及び社会における活動等」欄には，本人の専攻，研究分野等に関連した事項について記入して下さい。なお，所属学会名は正確に記載して下さい。この欄については「職歴」の欄の内容と重複してもかまいません。その場合は「(再掲)」と記載して下さい。
　⑨　「職務の状況」欄は，本履歴書提出時における職務の状況について記入して下さい。なお，教員以外の者の場合の「職務の状況」の欄については「勤務先」「職名」の欄のみを記入するとともに、現在の職務内容を「備考」の欄に簡潔に記入して下さい。
　⑩　「毎週担当授業時間数」の区分は，備考欄には，前期・後期のみの場合は「前期」「後期」と記入し，通年の場合は空白として下さい。オムニバス方式（一つの授業科目を複数の教官が担当する方式）で授業が行われている場合には「○人で担当」と記入して下さい。また，時間数については，１コマを２時間として記入して下さい。
「その２（教育研究業績）」について
　①　この書類は，担当授業科目等に関連する教育上の能力に関する事項，職務上の実績及び主要な著書，学術論文等（発行又は発表が予定されているものを含む。）について作成して下さい。
　②　「事項」欄には，教育上の能力に関する事項又は職務上の実績を年月日順（過去→現在）に簡潔に記入して下さい。
※項目例
［教育上の能力に関する事項］
（１　教育方法の実践例）
　・優れた教育方法の実践例，マルチメディア機器を活用した授業方法，学生の授業外における学習促進のための取り組み（オフィス・アワー等），講義内容のweb上での公開，チュートリアル教育，小テストの実施等
（２　作成した教科書，教材）
　・作成した教科書，教材，講義で教科書として使用している著書，教材等の概要（後の「著書，学術論文」との重複も可。その場合，「（再掲）」と表示。）           
（３　当該教員の教育上の能力に関する大学の評価）
　・各大学での自己点検・評価の一環として，教育面で高い評価を受けた事実（その事由と評価内容）
　・採用決定の際等における教育上の能力に関する評価
　・学生による授業評価（学生に対するアンケート調査等），教員同士の相互評価等をまとめたもの
　・上記以外で，学長，学部長，諸機関等が行った評価（客観性を持ったものについて記載）
（４　実務家教員についての特記事項）
　・実務家教員について，所属機関や関係機関等において行った講義，講習，職員・関係者等に対する指導，海外等における留学，調査研究経験等を広く記載すること。なお，概要がない場合は「なし」と記載のこと。
（５　その他）

　・大学教育改善に関する団体等での活動の概要

　・教育実績に対する受賞歴
　・審査を受けようとする授業科目に関するシラバス案（審査対象教員が作成したもの）
　・学内委員会委員（教務に関するもの）
　・ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）　等
［職務上の実績に関する事項］

（１　資格、免許）

· 資格について、担当する教育の内容に関するものなど、特に審査に関連すると思われる者について記入して下さい。その際登録番号等を記入するほか，証明書等についても可能なものは添付して下さい。その他、教員免許等についても該当があれば記入して下さい。

（２　特許等）

・本人の担当する教育内容等に関連した事項について記入して下さい。

（３　実務家教員についての特記事項）
· 概要がない場合は「なし」と記載のこと。

（４　その他）

・１から３に該当するもの以外の事項や資料についても、必要に応じて幅広く記載・添付して下さい。

　例：論文の引用実績等

[著書，学術論文等の名称]

・著書，学術論文及びその他の順に適切に区分し，年月日順（過去→現在）に記入し，各区分ごとに番号を付して下さい。

・「概要」欄には，それぞれの概要についてはページ数を明確にし，簡潔に記入して下さい。（和文で２００字程度）
　・著書，学術論文等が共著の場合は，本人の担当部分（概要及び掲載頁（例　ｐ○○～ｐ○○）を示す。）を明記し，また，本人の氏名を含め著作者全員の氏名を当該著書，学術論文等に記載された順（例　編者△△△△，分担執筆○○○○，□□□□）に記入して下さい。
　・共著の場合で本人担当部分を抽出するのが困難な場合は，その理由を明記して下さい。
　　（例　共同研究につき本人担当部分抽出不可能）
　・一冊の本を数人で執筆した場合，当該部分は単著であっても共著として整理して下さい。
　・学位論文については，その旨明確になるよう記入して下さい。
　・発表学会誌等は，その名称のほか，巻，号等まで明記して下さい。
　・2017年のインパクトファクター(IF)、グーグルスカラーのサイテーションインデックス(CI)を記載して下さい。
　・学会誌等において発表予定のものについては，その旨明記し，証明書を添付して下さい。なお，書類提出時以降に投稿予定のものは含めないで下さい。
　・記載する業績の数は，原則として全業績を記載して下さい。ただし，多数の場合は，最近の業績を中心に１００編程度記載し，最後に「上記を含め」という形で全業績数を記載してください。
